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凡例




これは現代文學論体系　第四卷「プロレタリア文學」（昭和二十九年二月二十五日　河出書房刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。








宣言一つ




有島武郞







　思想と實生活とが融合した、そこから生ずる現象——その現象はいつでも人間生活の統一を最も純粹な形に持ち來たすものであるが——として最近に日本に於いて、最も注意せらるべきものは、社會問題の、問題として又解決としての運動が、所謂學者若しくは思想家の手を離れて、勞働者そのものの手に移らうとしつゝある事だ。こゝで私のいふ勞働者とは、社會問題の最も重要な位置を占むべき勞働問題の對象たる第四階級と稱せられる人々をいふのだ。第四階級の中特に都會に生活してゐる人々をいふのだ。

　若し私の考へる所が間違つてゐなかつたら、私が前述した意味の勞働者は、從來學者若しくは思想家に自分達を支配すベき或る特權を許してゐた。學者若しくは思想家の學說なりが勞働者の運命を向上的方向に導いて行つてくれるものであるとの、謂はば迷信を持つてゐた。而してそれは一見さう見えたに違ひない。何故ならば、實行に先立つて議論が戰はされねばならぬ時期にあつては、勞働者は極端に口下手であつたからである。彼等は知らず識らず代辯者にたよることを餘儀なくされた。單に餘儀なくされたばかりでなく、それにたよることを最上無二の方法であるとさへ信じてゐた。學者も思想家も、勞働者の先達であり、指導者であるとの誇らしげな無内容な態度から、多少の覺醒はし出して來て、代辯者に過ぎないとの自覺にまでは達しても、なほ勞働問題の根抵的解決は自分等の手で成就さるべきものだとの覺悟を持つてゐないではない。勞働者はこの覺悟に或る魔術的暗示を受けてゐた。然しながらこの迷信からの解放は今成就されんとしつつあるやうに見える。

　勞働者は人間の生活の改選が、生活に根ざしを持つた實行の外でしかないことを知りはじめた。その生活といひ、實行といひ、それは學者や思想家には全く缺けたものであつて、問題解決の當體たる自分達のみが持つてゐるのだと氣付きはじめた。自分遂の現在目前の生活そのまゝが唯一の思想であるといヘばいヘるし、又唯一の力であるといへばいへると氣付きはじめた。かくして思慮深い勞働者は、自分達の運命を、自分達の生活とは異なつた生活をしながら、而かも自分達の身の上について彼れ是れいふ所の人々の手に託する習慣を破らうとしてゐる。彼等は所謂社會運動家、社會學者の動く所には猜疑の眼を向ける。公けにそれをしないまでも、その心の奧にはかゝる態度が動くやうになつてゐる。その動き方はまだ幽かだ。それ故世人一般は固よりのこと、一番早くその事實に氣付かねばならぬ學者思想家達自身すら、心付かずにゐるやうに見える。然し心付かなかつたら、これは大きな誤謬だといはなければならない。その動き方は未だ幽かであらうとも、その方向に勞働者の動きはじめたといふことは、それは日本に取つては最近に勃發した如何なる事實よりも重大な事實だ。何故なら、それは當然起らねばならなかったことが起りはじめたからだ。如何なる詭辯も拒むことの出來ない事實の成り行きがそのなるべき道筋を辿りはじめたからだ。國家の權威も學問の威光もこれを遮り停めることは出來ないだらう。在來の生活樣式がこの事實によつてどれ程の混亂に陷らうとも、それだといつて、當然現はるべくして現はれ出たこの事實をもみ消すことはもう出來ないだらう。

　嘗て河上肇氏と始めて對面した時（これから述べる話柄は個人的なものだから、こゝに公言するのは或は失當かも知れないが、こゝでは普通の禮儀をしばらく顧みないことにする）氏の言葉の中に「現代に於て哲學とか藝術とかにかゝはりを持ち、殊に自分が哲學者であるとか、藝術家であるとかいふことに誇りをさへ持つてゐる人に對しては自分は侮蔑を感じないではゐられない。彼等は現代が如何なる時代であるかを知らないでゐる。知ってゐながら哲學や藝術に沒頭してゐるとすれば、彼等は現代から取り殘された、過去に屬する無能者である。彼等が若し『自分達は何事も出來ないから哲學や藝術をいぢくつてゐる。どうかそつと邪魔にならない所に自分達をゐさしてくれ』といふのなら、それは許されない限りでもない。然しながら、彼等が十分の自覺と自信を以つて哲學なり、藝衛なりにたづさはつてゐると主張するなら、彼等は全く自分の立場を知らないものだ」といふ意味を云はれたのを記憶する。私はその時、素直に氏の言葉を受取ることが出來なかつた。而してかういふ意味の言葉を以つて答へた。「若し哲學者なり藝術家なりが過去に屬する低能者なら、勞働者の生活をしてゐない學者思想家も亦同樣だ。それは要するに五十步百步の差に過ぎない」この私の言葉に對して河上氏はいつた。「それはさうだ。だから私は社會問題硏究者として敢へて最上の生活にあるとは思はない。私は矢張り何者にか申し譯をしながら自分の仕事に從事してゐるのだ。……私は元來藝術に對しては深い愛着を持つてゐる。藝術上の仕事をしたら自分としては嘸ぞ愉快だらうと思ふことさへある。然しながら自分の内部的要求は私をして違つた道を採らしてゐる」と。これでこゝに必要な二人の會話の大體はほゞ盡きてゐるのだが、その後又河上氏に對面した時、氏は笑ひながら「或る人は私が火燵にあたりながら物をいつてゐると評するさうだが、全くそれに違ひない。あなたもストーヴにあたりながら物をいつてる方だらう」と云はれたので、私もそれを全く首肯した。河上氏にはこの會話の當時旣に私とは異なつた考へを持つてゐられたのだらうが、その時頃の私の考へは今の私の考へとは大分相違したものだつた。今若し河上氏があの言葉を發せられたら、私はやはり首肯したではあらうけれども、或る異なつた意味に於いて首肯したに違ひない。今なら私は河上氏の言葉をかう解する「河上氏も私も程度の差こそあれ、第四階級とは全く異なつた圈内に生きてゐる人間だといふ點に於いては全く同一だ。河上氏がさうである如く、殊に私は第四階級とは何等の接觸點をも持ち得ぬのだ。私が第四階級の人々に對して何等かの暗示を與へ得たと考へたら、それは私の謬見であるし、第四階級の人が私の言葉から何等かの影響を被つたと想感したら、それは第四階級の人の誤算である。第四階級以外の生活と思想とによって育ち上がつた私達は、要するに第四階級以外の人々に對してのみ交涉を持つことが出來るのだ。ストーヴにあたりながら物をいつてゐるどころではない。全く物などはいつてゐないのだ」と。

　私自身などは物の數にも足らない。例ヘばクロポトキンのやうな立ち優れた人の言說を考へて見てもさうだ。縱令ひクロポトキンの所說が勞働者の覺醒と第四階級の世界的勃興とにどれ程の力があつたにせよ、クロポトキンが勞働者そのものでない以上、彼れは勞働者を活き、勞働者を考へ、勞働者を働くことが出來なかつたのだ。彼れが第四階級に與へたと思はれるものは第四階級が與へることなしに始めから持つてゐたものに過ぎなかつた。いつかは第四階級はそれを發揮すべきであつたのだ。それが未熟の中にクロポトキンによつて發揮せられたとすれば、それは却つて惡い結果であるかも知れないのだ。第四階級者はクロポトキンなしにもいつかは動き行くべき所に動いて行くであらうから。而してその動き方の方が遙かに堅實で自然であらうから。勞働者はクロポトキン、マルクスのやうな思想家をもう必要とはしてゐないのだ。却つてそれらのものなしに行くことが彼等の獨自性と本能力とをより完全に發揮することになるかも知れないのだ。

　それなら例へばクロポトキン、マルクス達の主もな功績は何處にあるかといヘば、私の信ずるところによれば、クロポトキンが屬してゐた（クロポトキン自身はさうであることを厭つたであらうけれども、彼れが誕生の必然として屬せずにゐられなかつた）第四階級以外の階級者に對して、或る觀念と覺悟とを與へたといふ點にある。マルクスの資本論でもさうだ。勞働者と資本論との間に何んのかゝはりがあらうか。思想家としてのマルクスの功績は、マルクス同樣資本王國の建設に成る大學でも卒業した階級の人々が翫味して自分達の立場に對して觀念の限を閉ぢる爲めであるといふ點に於いて最も著るしいものだ。第四階級者はかゝるものの存在なしにでも進むところに進んで行きつゝあるのだ。

　今後第四階級者にも資本王國の餘慶が均霑されて、勞働者がクロポトキン、マルクス其の他の深奧な生活原理を理解して來るかも知れない。而してそこから一つの革命が成熟されるかも知れない。然しそんなものが起つたら、私はその革命の本質を疑はずにはゐられない。佛國革命が民衆のための革命として勃發したにもかゝはらず、ルーソーやヴォルテールなどの思想が緣になつて起つた革命であつただけに、その結果は第三階級者の利益に歸して、實際の民衆卽ち第四階級は以前のまゝの狀態で今日まで取り殘されてしまつた。現在の露西亞の現狀を見てもこの憾みはあるやうに見える。

　彼等は民衆を基礎として最後の革命を起したと稱してゐるけれども、露西亞に於ける民衆の大多數なる農民は、その恩惠から除外され、若しくはその恩惠に對して風馬牛であるか、敵意を持つてさへゐるやうに報告されてゐる。眞個ほんたうの第四階級から發しない思想若しくは動機によって成就された改造運動は、當初の目的以外の所に行って停止する外はないだらう。それと同じやうに、現在の思想家や學者の所說に刺戟された一つの運動が起つたとしても、而してその運動を起す人が自ら第四階級に屬すると主張した處が、その人は實際に於いて、第四階級と現在の支配階級との私生子に過ぎないだらう。

　兎も角も第四階級が自分自身の間に於いて考へ、動かうとし出して來たといふ現象は、思想家や學者に熟慮すべき一つの大きな問題を提供してゐる。それを十分に考へて見ることなしに、自ら指導者、啓發者、煽動家、頭領を以つて任ずる人々は多少笑止な立場に身を置かねばなるまい。第四階級は他階級からの憐憫、同情、好意を返却し始めた。かゝる態度を拒否するのも促進するのも一に繫かつて第四階級自身の意志にある。

　私は第四階級以外の階級に生まれ、育ち、敎育を受けた。だから私は第四階級に對しては無緣の衆生の一人である。私は新興階級者になることが絕對に出來ないから、ならして貰はうとは思はない。第四階級の爲めに辯解し、立論し、運動する、そんな馬鹿げ切つた虛僞も出來ない。今後私の生活が如何樣に變らうとも、私は結局在來の支配階級者の所產であるに相違ないことは、黑人種がいくら石鹼で洗ひ立てられても、黑人種たるを失はないのと同樣であるだらう。從つて私の仕事は第四階級者以外の人々に訴へる仕事として始終する外はあるまい。世に勞働文藝といふやうなものが主張されてゐる。又それを辯護し、力說する評論家がゐる。彼等は第四階級以外の階級者が發明した文字と、構想と、表現法とを以つて、漫然と勞働者の生活なるものを描く。彼等は第四階級以外の階級者が發明した論理と、思想と、檢察法とを以つて、文藝的作品に臨み、勞働文藝と然らざるものとを選り分ける。私はさうした態度を採ることは斷じて出來ない。

　若し階級爭鬪といふものが現代生活の核心をなすものであつて、それがそのアルファでありオメガであるならば、私の以上の言說は正當になされた言說であると信じてゐる。どんな偉い學者であれ、思想家であれ、運動家であれ、頭領であれ、第四階級的な勞働者たることなしに、第四階級に何者をか寄與すると思つたら、それは明らかに僣上沙汰である。第四階級はその人達の無獣な努力によつてかき亂されるの外はあるまい。

（大正十一年一月　改造）
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